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調査概要
目的

　　神栖市内の小規模事業者への相談事業や支援、地域経済の活性化への取り組みに活用

　することを目的に、国や県、市等関係機関が調査、提供する各種統計資料の

　データを分析、整理、加工し、管内独自の統計データを作成、提供する。

調査方法

　　地域経済分析システム　「RESAS]」

調査日

　　令和８年２月



人口動態 地域の人口増加や高齢化、若年層の推移を把握する。



人口増減 地域の転入転出による人口流動等、地域のつながりを人口面から把握する。



人口往来・観光 地域の滞在人口数や宿泊客の属性などを分析することで、地域への影響やマーケティング戦略について把握する。



産業構造 地域の主産業や売上などを確認し、分析することで、今後の地域経済の基盤を把握する。
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地方財政 財政力は地域が自立して運営できる経済的基盤を示すもので、地方財政の特徴を把握する。


